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大分市の概要

１　自然
　　本市は、大分県のほぼ中央、扇状県域の要に位置し、南は臼杵市及び豊後大野市、西は別府市、由布市及び

竹田市に接しています。市域面積は502.39k㎡と広く、そのうち佐賀関地域が49.58k㎡、野津原地域が90.83k㎡を
占めています。

　　地勢は、北は別府湾、東は豊後水道に面しており、西から南にかけては、高崎山をはじめ鎧ヶ岳、九六位山、
樅木山などのみどりの山々が連なり、これらを縫うように県下の二大河川である大野川、大分川が南北に貫流
しながら別府湾に注いでいます。

２　歴史
　　本市は、７世紀に国府が置かれて以来450年にわたって政庁所在地として栄えました。鎌倉時代には大友氏が

守護となり、16世紀半ば、大友宗麟公の時代には九州９カ国中６カ国を領有し、泰西文化を取り入れて九州の
文化の中心となるなど隆盛を極めましたが、江戸時代には幕府の小藩分立政策により細分され、府内、臼杵、
熊本、延岡、岡の各藩や天領に分割統治されました。

　　明治４年に大分県の県庁が置かれて再び行政の中心となり、昭和38年の６市町村合併による新大分市誕生と
翌39年の新産業都市指定を機に飛躍的な発展を遂げました。そして、平成９年の中核市指定を経て、平成17年
１月１日の佐賀関町及び野津原町との合併により現在の大分市が誕生しました。

　　平成23年４月には「市制施行100年」を迎え、ますますの飛躍が期待されているところです。

３　社会・経済
　　本市は、政治経済のみならず、交通、情報、文化などあらゆる面で都市機能が集積し、東九州軸の拠点とし

ての役割を担っています。
　　交通面では、日豊本線など鉄道３線や大分自動車道、東九州自動車道が合流する要に位置し、瀬戸内海、豊

後水道を経由する海上ルートにより国内外と通じる海上交通の要衝でもあります。
　　また、産業面では、北部沿岸に鉄と石油を基幹とする企業群が一大工業地帯を構成し、東端の銅精錬業、内

陸部のＩＣ産業や乳製品製造業の各企業とともに本市産業経済のけん引役を果たしています。
　　さらに、第一次産業は、「関あじ、関さば」に代表される水産業、米や施設野菜を中心に果樹、花きといった

都市近郊型農業、豊後牛を中心とする畜産業など多彩で、それぞれ着実な業績を上げています。

人　口　479,123 人　
男性　230,140 人
女性　248,983 人

世帯数　216,176 世帯
（平成28年７月末現在）


